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　鼠婆暴讐脈
　脊欝灘三で㌧隻1’縫戴ξ飢分晦支・三癒影穿鼎るこ．と薫外ら穿

壌難辱振　 頬のも窮）に顯／以し、ている鳶

平．晦じ、，方解聴試欝む網状l／眠でかラ，N8（）・w系，

縁）　尋ザ講畿、の晦f層系の、ノ1．，鐙がみ、とめら才むる。

　塵．轟　嚢簿難，隈

　建鞍蓼）離1峯讐灘義のブく湖三ラ＞融擁の璽，．

ら嚢襟弓脈として懸灘彗さ諸し』ぐレ・る。

　3一・劉振ガ）繭音i㌢てf婁　3懸灘i義と1分霞受・．　　　　ヒ）二鰐 以

賑にも扱うことができるが，脈勢としては，ヲ

・1寧うご1との丁欝しレ㌧三誌・うll寺罐箋毒ζ議暴払れ、猫、，

　この駄蟻戴は7南、導ま籔∫也嚢藪．以一ド1　発簸岬し，，．ヒ至羅ξ、激蘇．ヒ、1振歪と

い岬叢嚇な鉱瞭とな難，し、かも明瞭な露轍よ認められ、詫、t

い箒

　上誕17坑窪蓬では，　　、嬬厳と1接する付近に1砿部を形’嘆

し』ぐレ、る躰

嵐製力茶鵜欝いて

　鰯生鉱1．蛋1の鉱脈奮図一1二から巨視欝、にみると，蓋醸轟サ

イ哲粋ループ式のパ外ンが総描られる．漁た，坑

内で認められる細賑の離合せ，季　、量鷹麺）分布，その蒸　1
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餐1（・こ諄む・膏i∫ランξこを窯巽　蜜マンズブン緩＞舅．i・雛絞鎮1勺難く醤曙っれ，謹〉

1頃1館オ§仏みら才Lる，》

蕪．水銀（晦濤つの分布状態

　　　i驚善己魔詮1舞盤疑舞、1腰搬韓の垂誼1難としmぐ1よ婁　鴛、ダ講義晩　も

　　賦）7餌藁難レ・p

ll隷）　プ篇ピライ　ト凱1ζ蟻してシ　鋸1イヒ｛乍絹に琵1蕃舞懸づけノ「こ

　　プ欝ビ夢イ　i・で慕碧　／の蓼え1寿心も警　グノレープで審寅霧寸

　　し．た渉葦艶　は〆．）蓉りと劇〆た灘三抄題がないのでき　この菰

　　と曇よ舞桑諸Lなレ、離

ぱ退席ず （、岸二本・i蒋薦讃力嚢謬、鼻躍くメ1一翼羅罐く㌧築1、1、P／」・村㌔プ謡な）

　水銀（H鍔贈）艶）分1霧状態濾3）をま曝らヌ外1、二するための講蓬

1凝簿移篭は琴燐1内とゴ ヱζタトの琴聾メyの1　播を女愛馨轍して窒テなや

た“

　翻騒弩で’も　　滋薮に為たるべく亙蔽交する方1侮の葦裁縫1を叢萎

◎㍉，　　乳烈、、て，坑壁より趨の連続サンプきリン

グ（嚢の1ぎさ摯タ磁灘遜鋸導で5（）燃／翻1，、1鋒その維孟鐸灘1＝酬籍，

、轍ザンプリング）を行なうと同時に，地質現、象融詳細な

誘張羅を行たひた無そ乏』ご，二の1謹内1こおける水銀跨分・、、．

辱，凝態を把麗することは，南1ヤ1タトにおけなH9鮭‘？）分布薩犬態、

を解析する蕪礎となるものとして淵織醗した群

　その際の地卿瞼の，録は，肥盤授影とサンヅ1ル1ゲ

する坑壁の投影どを圃時／行なう　法をと紅／，　折法は

すでに発表呂）した方法（マスキング塵色法）を用いた

が，とくに銀の学スキングに1浄意するとと峯に・≦、逆の／、く

　宅色孝冊i、を脅轡“繧し、ノ嚇・禽荏あ燐鼎

　　　　灘繁凝．塔水鱒藤の分散／犬態につい・礁藁

す導。

　馨謹　坑内の承銀（晦粉分鞍

　調査対象とした坑遵は・大通濁坑その触汁欝頃鐘，

無『欝ジ卿鷺ズ轍1沸肩級しゼ分柳二蜘．た試料は、愛
灘甑（鯵喋｛鐵ーで三1ンる黍

　磐析結果によれば・この坑内試料董鰯．り総平均慧慕既

憾懲：は○・3、ε艦徳で・クラーク数（地妻クラー一ク灘）

（瓦（轟7）の6倍に撰コ1当しているQ三藤瀬坑など鉱薙／長の存養紬ノ

ゑ’ない縮簿の粥ジ試料を除いた講3擁め鋪厭料王

楓漁り平均Hゼ死有 は〔）護！檎／9で肇この繍料～f周
じよろ無採取波欝よδぐ取 墾いによる大1二i繍山の試料分薯誹身

療葉ひ示す葱舗墾り
マ1

あ均鷺琴欝含有量三，！メ馨〆・

欝ほ（）穫i・3琴轡義〉に比較するときそ1（撫約L／3である。

　　短iのよ彗に・プll　lliの3号多／薮には肉li驚約ξ、こも鵬1簾

な欝碧　　存擁三し〆蔦し・る渉㍉辮1礁紅llの　　1振からは艶

っ1穏く辰∫’などのジ水範砿1海の嬬気されたことがな秘・曝，こ

の肉眼的なレ・し顕鶴　1的に・摩乏砂な費どの水藩鉱彗．雪が叢め

ら擁瀞翫の薦慈を灘嬬てい鷺城．、1瀧釧〉，譲、層9．

と激ほ戸9！9という数蕪llll二あらわれた相タ饗・的な関係と、慰、

才，ンれる窃ちなみ！為　大黙鉱由マ　蔓砂など水蓑擬、鉱物融，，、篇、さ、）

られない彰醜脈侶笏擁および黛一恢曜麺の陽合に

は・叢鰍i沿1均慧ダ率壕鑑蒋1二毅1讃、ξ螺／9（試料数！7の
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